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	Vol.001
	地域に信頼される医療をめざして

	「骨コツ部」の立ち上げと活動
	当院では、骨粗しょう症の患者さまにより充実したサポートを提供できるよう、多職種で構成する「骨コツ部」を立ち上げました。
	骨粗しょう症は、自覚症状が少ないまま進行し、転倒や軽い衝撃 でも骨折を引き起こすことがあります。そのため、骨折予防には 適切な治療の継続に加え運動や栄養、生活習慣の見直しなど、 さまざまな視点からの支援が重要です。 骨コツ部では、多職種のスタッフが連携し、定期的な勉強会や情報 共有を通じて知識や技術の向上に努めています。また、患者さま 一人ひとりの状況に合わせた支援を行い、骨折予防と健康寿命の 延伸を目指し活動します。気になる方は、気軽にお声がけください。
	TOPIC

	「骨折は繰り返す」
	身近な病気「骨粗鬆症」
	　日本の骨粗鬆症患者数は、1,590万人と推定され、60代女性の5人に1人、70代女性では5人に2人が患っている非常に身近な病気です。
	　この病気の最も恐ろしい点は、骨折するまで全く「自覚症状がない」ことです。
	健康な骨
	骨粗鬆症の骨


	健康な骨
	「構造がしっかり × 密度が高い」
	コラーゲン繊維が隙間なく巡らされ、カルシウムが充填されているため、強い衝撃にも耐えられる丈夫な骨になります。
	骨粗鬆症の骨
	「構造がもろい × 密度が低い」
	中央が目の粗いスポンジのようにスカスカになり、コラーゲン繊維の構造も補足ボロボロなため、簡単に折れたり潰れたりしてしまいます。
	「骨の量が減る」だけでなく「骨の構造自体が脆くなる」ことで 骨折のリスクが何倍にも上がる病気です。


	放置せず、必ず「治療が必要」な３つの理由
	①65歳以上の入院が必要になる原因で、骨折は「がん」に次いで第2位...
	②「要介護 / 要支援」の 　　状態になる原因では第3位...
	③連鎖的に繰り返す骨折... 　　「ドミノ骨折」のリスク

	当院でも、「骨粗しょう症」の検査・治療を行っています
	骨密度検査（骨塩定量検査）
	当院ではDEXA法を用いて検査を行います。DEXA法は2つの異なるエネルギーのエックス線による透過度の差を利用した検査方法で、再現性が高く、骨密度の変化をみるのに適しています。

	次に当てはまる方は検査をおすすめします
	「骨コツ通信」について
	院長から皆様へ


